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 伊藤為吉編集『職工新聞』（職工新聞社、1907～1913） 

記事タイトル一覧（1） 
吉田大輔 

 
Article Titles in Shokko-Shinbun (1907-1913) edited by Tamekichi ITO (1) 

Daisuke YOSHIDA   

 
要旨 

 「和製レオナルド・ダ・ヴィンチ」と呼ばれたという建築家・発明家、伊藤為吉（1864～1943）の独創

的な仕事と人脈は多方面に及び、検討すべき問題が多く残されている。しかし、村松貞次郎『やわらかい

ものへの視点 異端の建築家 伊藤為吉』（岩波、1994）をほぼ唯一の例外として、現在まであまり研究は

深められていない。伊藤為吉には、建築家・発明家以外に、社会改良運動家の側面があった。筆者は、特

に 1907 年から 1913 年にかけ、当時「職工」と呼ばれ工業生産や建築施工に従事した人々を教育するため、

『職工新聞』という独自なメディアを為吉が刊行していた点に注目している。筆者は、『職工新聞』に関す

る研究課題で 2021 年から 2022 年にかけて鹿島美術財団から助成を受け、調査を行った。管見の限り、『職

工新聞』は、国立国会図書館本館に収められたものしか現存していない。また、閲覧する際もマイクロ複

写でしか見ることはできず、アクセスしにくい資料である。『職工新聞』の意義などについては別稿を書く

こととし、本稿では、上記の調査報告の一部として、ほとんど実態が把握されていない『職工新聞』の記

事タイトルを一覧にし、公開する。その端緒として、200 号程度現存している『職工新聞』のうち（もっ

とも新しいもので第 212 号まで現存）、第 1 号から第 70 号までの記事タイトルをひとまず公開する。 

キーワード：伊藤為吉、『職工新聞』、職工団友会、職工軍団、職工教育実施会

１、凡例 

 

一、国立国会図書館本館に所蔵されているマイクロ資料

から紙に印字したものに依拠して作業した。 

一、スラッシュ（／）は記事と記事の切れ目を意味する。 

一、記事執筆者の肩書・氏名（雅号、ペンネーム含む）

が明記されている場合は、略さず記した。これを特に

記していないものは、無署名記事である。 

一、漢字表記は、人名などで書き換えができないと思わ

れるもののほかは、基本的に旧字体を新字体にした。 

一、旧仮名遣いは、基本的にそのままとした。 

一、もとの記事に由来する誤記と思われる部分は、基本

的に直さなかった。続きものの記事で、回数表記が抜

けているもの、回数表記が間違っていると思われるも

のも、そのままにした。 

一、『職工新聞』は基本的に8面構成で発行されているが、

何面に出た記事かという情報は省略した。 

一、社告以外の広告は、煩瑣になるため割愛した。 

一、社告のうち、職工改良制服や職工教育実施会など独

自色の強い試みが広告されている際は、※で注記し、 
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内容を書いた。 

 

２、『職工新聞』記事タイトル一覧（第 1号～第 70号、

1907年12月～1910年1月） 

 

※第 1号は現存しない。 

 

第 2号（1907年12月 25日発行） 本社の目的と抱負／

眞野博士の功績／祝辞（東京府立職工学校 秋保安治）

／通信（一職工よりの手紙）／職工教育の方法（二） 手

島精一／木材論（二） 伊藤為吉／羅馬字早学び／訪問

録（一） 攻玉社 藤田潜君／雑報（労働者寄宿舎／鐘

紡の職工待遇）／裁縫術（二） 衣縫女史／ときあかし

欄／訪問録（二） 慶應義塾 鎌田榮吉君／素懐を陳て

職工新聞社に寄す 石原松渓／職工気質に就て 小石川

エム、ケー生／私設工場の操業年別（東京府下）／勇肌

と誤解 竹内城峰／職工いろは俳壇 多忙老人／職工統

計（府下現在工場数と石炭消費高）／語呂合／学校案内

（東京之部）／智慧競べ考物謎／武士の鑑 四十七士 

霞村作 

 

第 3号(1908年 1月 10日発行) 新春の辞／職工俳壇／

職工教育の方法（三） 職工教育の二方面（承前）手島

精一／木材論（三） 伊藤為吉／職工教育賛成者写真 東

京府立工芸学校長 今景彦君／雇用の心得 西山生投／
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職工独語／訪問録（三） 米国経済学士 中村柱次郎君

／一口噺 松の屋主人／骨折損の話 天野敬作／投書を

歓迎す／訪問録（四）（深川清佳町） 浅野セメント会社

工務課長 入谷正君（二水生）／職工会の偉人 矢部亀

吉翁（今府立工芸学校長談）／羅馬字早学び／建築職工

賃金比較（平均額）／徒弟講話（承前） 霞室生／以呂

波情歌（一） 錦痴生／職工問題とは何である 東京府

立工芸学校長 今景彦／職工統計（明治三十九年末調） 

職工と犯罪／裁縫術（三） 衣縫女史／訪問録（五） 東

京螺子製造所 技師 土屋忠次君（天堂生）／前途有望

なる徒弟／ときあかし欄／通信（二）／勤勉と貯蓄 西

石生／貯蓄預元利積算表／手工展覧会の陳列／本社の目

的と抱負／講談 武士の鑑 四十七士（三） 霞村作／

実利補習学校案内（東京之部） 

 

※第 4号は現存しない。 

 

第 5号（1908年 2月 10日発行） 改良職工制服幷附属

品の説明／適材教育に就て（一） 秋保安治／拾集短話

／職工俳壇 中々閑人／職工教育の方法（五） 手島精

一／木材論（三） 伊藤為吉／工業上に於る我邦の位置 

Km生／職工独語／羅馬字早学び／改良職工制服 着用者

心得／特別広告（※改良職工制服販売の広告）／以呂波

情歌（二） 錦痴生／ラッパ節 礫水道人／裁縫術（五） 

衣縫女史／訪問録（八） 東京芝浦製作所 技師 小林

作太郎君／徒弟講話（五） 駿台生／鐘紡紡績に於ける

模範職工 福田正八／石鹸製造安永舎（小石川区戸崎町）

／職工金言 四谷道人／貯蓄預元利積算表／東京商業会

議所主催の適材教育部卒業生招待会席上に於て 今府立

工芸学校校長訓話（前号続）／一口噺 附焼歯 松の屋

主人／訪問録（六）続 足尾銅山と鑛夫 川地喜三郎君

談／講談 武士の鑑 四十七士（四） 霞村作／自惚の

害／実業補修学校案内（東京之部） 

 

第 6号（1908年 2月 25日発行） 職工の待遇法を更る

は刻下の急／適材教育に就て（承前） 秋保安治／拾集

短話／職工俳壇 中々閑人／職工教育の方法（六） 手

島精一／木材論（承前） 伊藤為吉／職工独語／普通文

の間違 中村達太郎／彫刻家運慶氏の口伝 省我／東京

商業会議所主催の適材教育部卒業生招待会席上に於ける

東京商業会議所会頭中野武営氏講和（承前）／落葉集／

東京商業会議所主催の適材教育部卒業生招待会席上に於

て 今府立工芸学校長講話（承前）／小林當次郎氏ライ

オン歯磨工場（小石川久堅町） 工場主任 中野勝生氏

談／ときあかし欄／雑報／以呂波情歌（続） 錦痴生／

裁縫術（六） 衣縫女史／読者の声 何でも来い欄／一

口噺 向見ずの蛙 松の屋主人／職工金言 四谷道人／

特別広告（※改良職工制服販売の広告）／改良服の説明

／改良職工制服 着用者心得／講談 武士の鑑 四十七

士（五） 霞村作 

 

第 7号（1908年 3月 10日発行） 工場主並に諸請負者

諸君に望む／娯楽を一変せよ／適材教育に就て（承前） 

秋保安治／拾集短話／職工俳壇 中々閑人／職工教育の

方法（七） 手島精一／機械師の本領（一） 井口在屋

／職工独語／職工教育に就て 工学士 服部俊一氏談／

職工の貯金 金森通倫／羅馬字綴法／落葉集／東京商業

会議所主催の適材教育部卒業生招待会席上に於ける今府

立工芸学校長訓話（四）／東京商業会議所会頭中野武営

氏講話（承前）／訪問録（六）足尾銅山と鑛夫（三） 川

地喜三郎君談／ときあかし欄／雑報／一口噺 馬鹿の指

南所 松の屋主人／裁縫術（七） 衣縫女史／短編小説 

職工 錦里生／職工金言 四谷道人／読者の声 何でも

来い欄／氷は水より如何程軽い／特別広告（※改良職工

制服販売の広告）／改良服の説明／改良職工制服 着用

者心得 

 

第 8号（1908年 3月 25日） 大丸呉服店改築工事と改

良職工服／拾集短話／職工俳壇 中々閑人／職工教育の

方法（八） 手島精一／機械師の本領（二） 井口在屋

／職工衛生に就て（一） 田口潔矩／職工独語／職工団

友会／普通文の間違（承前） 中村達太郎／職工の貯金

（二）／御彼岸の中日に就て／羅馬字綴法／落葉集／東

京商業会議所主催の適材教育部卒業生招待会席上に於け

る今府立工芸学校長訓話（五）／家屋と鉄材 於東京高

等工業学校工業講話会 東京高等工業学校教授 工学士 

前田松韻君／訪問録（九） 製革業に就て（壱） メン

バーオブインターナショナルアソシエーションオフレサ

ートレヅケミスツ 豊丸勝二君／ときあかし欄／雑報／

裁縫術（八） 衣縫女史／ 実業補修学校案内（東京之

部）／講談 武士の鑑 四十七士（六） 霞村作／欧米

工業雑感（壱）品川白煉瓦製造所技師 武藤三枝君／職

工金言 四谷道人／職工教育に就て（二） 工学士 服

部俊一氏談／読者の声 何でも来い欄／特別広告（※改

良職工制服販売の広告）／改良服の説明／改良職工制服 

着用者心得／一口噺／改良服どどいつ／むまいもの 

 

第 9号（1908年 4月 10日） 有栖川宮殿下薨去／三月

廿三日職長会議席上に於ける本社社長の演説／職工俳壇 

中々閑人／職工教育の方法（九） 精神修養と娯楽を與

ふる事に就て 手島精一／機械師の本領（三） 井口在

屋／職工衛生に就て（二） 田口潔矩／職工独語／普通

文の間違（承前） 中村達太郎／職工の貯金（三） 金

森通倫／貯蓄預元利積算表／職工家庭 伊呂波加留多／
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羅馬字綴方／落葉集／職工教育に就て 工学士 服部俊

一氏談／家屋と鉄材（二） 工学士 前田松韻君／訪問

録（九） 製革業に就て（壱） 東京高等工業学校教授  

豊丸勝二君／掃除の仕方（一） 河津七郎／職工団友会

の遠遊（職工慰謝と江島詣）／北田技師の篤志／職工団

友会第一回報告／ときあかし欄／講談 武士の鑑 四十

七士（七） 霞村作／裁縫術（八） 衣縫女史／実業補

修学校案内（東京之部）／小説 雪の今昔（一） 錦里

生／職工金言 四谷道人／欧米工業雑感（二） 品川白

煉瓦製造所技師 武藤三枝君／読者の声 何でも来い欄

／特別広告（※改良職工制服販売の広告）／改良職工制

服 着用者心得／一口噺 子供の正直／市内工場一覧

（弐） 

 

第10号（1908年4月 25日発行） 銀行寄付に対し当局

者一省を促す 伊藤為吉／拾集短話／職工俳壇 中々閑

人／職工教育の方法（十） 精神修養と娯楽を與ふる事

に就て 手島精一／工業界の偉人故西村勝三翁 萬歳生

命保険会社専務 藤村義苗君談／職工独語／漫に漢文風

を学ぶ勿れ 中村達太郎／職工教育に就て（四） 工学

士 服部俊一君談／職工の貯金（四） 金森通倫／社告

／落葉集／訪問録（九）続 足尾銅山と鑛夫（四） 足

尾事業事務所庶務課長法学士 川地喜三郎君談／家屋と

鉄材（三） 工学士 前田松韻君／職工衛生に就て（三） 

田口潔矩／ときあかし欄／雑報／裁縫術（八） 衣縫女

史／職工団友会第二回報告／小説 雪の今昔（二） 錦

里生／欧米工業雑感（三）品川白煉瓦製造所技師 武藤

三枝君／職工金言 四谷道人／訪問録（九） 製革業に

就て（三） 高等工業学校教授 豊丸勝二君／掃除の仕

方（二） 河津七郎／特別広告（※改良職工制服販売の

広告）／改良職工制服 着用者心得／職工家庭 伊呂波

加留多／市内工場一覧（参）／読者の声 何でも来い欄 

 

第11号（1908年5月 10日発行） 山階宮殿下薨去／懲

悪の記事に関し世の新聞紙に訴ふ／拾集短話／職工俳壇 

中々閑人／機械師の本領（四） 井口在屋／秀英舎と職

工／工業界の偉人故西村勝三翁（二） 萬歳生命保険会

社専務 藤村義苗君談／職工独語／欧米職工と日本職工

との比較 古河鎔鋼所技師 藤井鉄也君／社告／職工の

貯金（五） 金森通倫／貯蓄預元利積算表／落葉集／欧

米工業雑感（四）品川白煉瓦製造所技師 武藤三枝君／

家屋と鉄材 工学士 前田松韻君／訪問録（九） 製革

業に就て（四） 高等工業学校教授 豊丸勝二君／とき

あかし欄／横須賀海軍工廠職工共済会の現況（一）／雑

報／新聞雑誌新刊紹介／裁縫術（九） 衣縫女史／小説 

雪の今昔（其二の二） 錦里生／昨今の全国の肉食高／

一口噺 松の屋主人 選挙の間違 鳥の泣声／職工金言 

四谷道人／掃除の仕方（三） 河津七郎／投書歓迎（投

書規定）／特別広告（※改良職工制服販売の広告）／改

良職工制服 着用者心得／職工に関係ある重なる会社

（一） 深川区／読者の声 何でも来い欄 

 

第12号(1908年5月25日発行) 道楽に就て 四谷道人

／拾集短話／職工俳壇 中々閑人／機械師の本領（五） 

井口在屋／秀英舎と職工（二）／工業界の偉人故西村勝

三翁（三） 萬歳生命保険会社専務 藤村義苗君談／職

工独語／欧米職工と日本職工との比較 古河鎔鋼所技師 

藤井鉄也君／慈善事業より見たる勤労の価値 巣鴨家庭

学校主 内務省嘱託 留岡幸助君／社告／落葉集／欧米

工業雑感（五）品川白煉瓦製造所技師 武藤三枝君／訪

問録（九） 製革業に就て（五） 高等工業学校教授 豊

丸勝二君／／投書歓迎（投書規定）／ときあかし欄／横

須賀海軍工廠職工共済会の現況（二）／雑報／寄贈新聞

雑誌新刊紹介／裁縫術（九） 衣縫女史／小説 雪の今

昔（其三の一） 錦里生／一口噺 松の屋主人 お筆の

誤り 蛙に水／職工金言 杖山生／掃除の仕方（四）河

津七郎／土耳古の天子様の働き振り／特別広告（※改良

職工制服販売の広告）／改良職工制服 着用者心得／諺

草 野村聴光／読者の声 何でも来い欄 

 

第13号（1908年6月 10日発行） 特別に職工諸君に告

ぐ／道楽に就て（二） 四谷道人／拾集短話／職工俳壇 

中々閑人／機械師の本領（六） 井口在屋／欧米工業雑

感（六）品川白煉瓦製造所技師 武藤三枝君／工業界の

偉人故西村勝三翁（四） 萬歳生命保険会社専務取締役 

藤村義苗君／職工独語／欧米の職工と日本の職工との比

較（三） 古河鎔鋼所技師 藤井鉄也君／慈善事業より

見たる勤労の価値（三） 巣鴨家庭学校主 内務省嘱託 

留岡幸助君／社告／夏の飲料水に就て ラム子の素人検

査／落葉集／秀英舎と職工（三）／模範職工／足尾銅山

と鑛夫（七） 足尾鉱業事務所庶務課長法学士 川地喜

三郎君談／ときあかし欄／大廟御造営／雑報／裁縫術

（十一） 衣縫女史／一席講談 天徳寺了伯 霞北／一

口噺 松の屋主人 団友会 時間の倹約／入学を勧むる

趣意書（徒弟学校趣意書）／職工金言 杖山生／貯蓄預

元利積算表／特別広告（※改良職工制服販売の広告）／

改良職工制服 着用者心得／実業新案 一銭風呂開業／

諺草 野村聴光／寄贈新刊紹介／読者の声 何でも来い

欄 

 

第14号（1908年6月 25日発行） 社告 増刊／道楽に

就て（三） 四谷道人／拾集短話／職工俳壇 中々閑人

／欧米工業雑感（七）品川白煉瓦製造所技師 武藤三枝

君／職工衛生に就て（四） 田口潔矩／職工独語／欧米
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職工と日本職工との比較（四） 古河鎔鋼所技師 藤井

鉄也君／慈善事業より見たる勤労の価値（四） 巣鴨家

庭学校主 内務省嘱託 留岡幸助君／社告／落葉集／府

立職工学校／足尾銅山鑛夫の生活（一） 足尾鉱業事務

所庶務課長法学士 川地喜三郎／秀英舎と職工（四）／

大廟御造営／明治護謨製造所の現状（一）／裁縫術（十

二） 衣縫女史／一席講談 佐野常世 霞北／職工金言 

杖山生／職工金言／一口噺 松の屋主人 鰹の大漁 臆

病者／読者の声 何でも来い欄／雑報／諺草 野村聴光

／寄贈新刊紹介 

 

第 15号（1908年 7月 5日発行） 社告 増刊／道楽に

就て 四谷道人／拾集短話／東京市の職工状態（上） 東

京高等工業学校長 手島精一／職工衛生に就て（五） 田

口潔矩／職工独語／品川白煉瓦株式会社 模範職工／慈

善事業より見たる勤労の価値（四）／社告／落葉集／職

工徒弟学校／足尾銅山鑛夫の生活（二） 尾鉱業事務所

庶務課長法学士 川地喜三郎／特に職工諸君に告ぐ（※

投書の呼びかけ）／品川白煉瓦株式会社の盛況（上）／

裁縫術（十二） 衣縫女史／一席講談 堺善左衛門 霞

北／一口噺 医術の進歩 塩辛の香／職工金言／我等職

工の実情 麻布狸穴の一職工／職工新聞に寄す 本所 

中山辰五郎／読者の声 何でも来い欄／雑報 

 

※15号以降、月2回から月3回の発行に増える。 

 

第16号（1908年7月15日） 道楽に就て（五） 四谷

道人／拾集短話／職工俳壇／東京市の職工状態（下） 手

島精一／足尾銅山鑛夫の生活（三） 川地喜三郎／職工

独語／品川白煉瓦株式会社 模範職工／職工に告ぐ 東

京市職工徒弟講話会にて 江原素六君／社告／落葉集／

渡世論（一） 第一高等学校長 農学博士法学博士 新

渡戸稲造君／訪問録（九） 製革に就て（六） 東京高

等工業学校教授 豊丸勝二君／慈善事業より見たる勤労

の価値（五） 巣鴨家庭学校主 内務省嘱託 留岡幸助

君／品川白煉瓦株式会社の盛況（下）／衛生小言 眼病

に就て／読者の声 何でも来い欄／裁縫術（十四） 衣

縫女史／一席講談 岡本左内 霞北／一口噺 逃路の用

意／釣魚案内（其一）／職工金言／我等職工の実情（二） 

麻布狸穴の一職工／雑報／寄贈新刊紹介 

 

第17号（1908年7月 25日） 特別広告（※改良職工服

の販売に関するもの）／道楽に就て（六） 四谷道人／

職工俳壇／八王子の機業 府立織染学校長兼東京府技師 

早崎亀壽君／手島先生の職工状態に就て 麻布狸穴一職

工／生命保険談（一） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤

村義苗君／東京砲兵工廠 職工の発明／慈善事業より見

たる勤労の価値（六） 巣鴨家庭学校主 内務省嘱託 留

岡幸助君／落葉集／府立織染学校／絹布の洗い方／製革

に就て（七） 東京高等工業学校教授 豊丸勝二君／明

治護謨製造所の現状（二）／小川技師の職工観（一） 平

塚 k u 生／工事と天候 眞部賢次郎／諺草 聴光／時

間の経済 本所 竹窓工人／衛生小言 夏の飲料に就て

（其一） 玄治生／裁縫術（十五） 衣縫女史／一席講

談 山内喜代女 霞北／職工金言 杖山生／一口噺 無

筆の寄合／釣魚案内（其二）／読者の声 何でも来い欄

／雑報／寄贈新刊紹介 

 

第18号（1908年8月5日発行） 道楽に就て（七） 四

谷道人／拾集話短／職工俳壇／王子の工業（上）／手島

先生の職工状態に就て 麻布狸穴一職工／職工独語／東

京砲兵工廠 職工の発明（二）／慈善事業より見たる勤

労の価値（七） 巣鴨家庭学校主 内務省嘱託 留岡幸

助君／職工に告ぐ（承前） 東京市職工徒弟講話会に於

て 江原素六君／落葉集／生命保険談（二） 萬歳生命

保険会社専務取締役 藤村義苗君／渡世論（二） 第一

高等学校長 農学博士法学博士 新渡戸稲造君／職工衛

生に就て（六） 田口潔矩君／理髪業に就て 不動生／

衛生小言 夏の飲料に就て（其二） 玄治生／嗚呼美し

男らし 大久保 天任生／発明と廃物利用について 森

省我／裁縫術（十六） 衣縫女史／一席講談 花房助兵

衛職之 霞北／職工金言 杖山生／一口噺 内外の争ひ

／釣魚案内（其三）読者の声 何でも来い欄／雑報 

 

第19号（1908年 8月15日発行） 道楽に就て（八） 四

谷道人／拾集話短／職工俳壇／王子の工業（下）／手島

先生の職工状態に就て（三）／職工独語／特別広告（※

改良職工制服販売の広告）／日本ペイント株式会社 模

範職工／東京砲兵工廠 職工の共済（一）／廃物の利用

／落葉集／工業補習学校／慈善事業より見たる勤労の価

値（八） 巣鴨家庭学校主 内務省嘱託 留岡幸助君／

渡世論（三） 第一高等学校長 農学博士法学博士 新

渡戸稲造君／実業視察断片 東京府立織染学校長兼東京

府技師 早崎亀壽君／理髪業に就て（続き） 不動生／

小川技師の職工観（一） 平塚 k u 生／職工と軍隊的

規律 本所 中山辰五郎／諺草 聴光／裁縫術（十七） 

衣縫女史／一席講談 石谷十蔵 霞北／一口噺 華族の

秘密／職工金言 杖山生／衛生小言 夏の飲料に就て

（其三） 玄治生／読者の声 何でも来い欄／雑報 

 

第20号（1908年 8月25日発行） 道楽に就て（九） 四

谷道人／拾集短話／職工俳壇／職工の見たる米国人 東

京府立工芸学校長 今景彦君／東京砲兵工廠 職工の共

済（二）／職工独語／第二回遠足会広告／実業視察断片 
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（続） 東京府織染学校長 東京府技師 早崎亀壽君／

生命保険談（三） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村

義苗君／衛生小言 夏期の養生 玄治生／落葉集／慈善

事業より見たる勤労の価値（九） 巣鴨家庭学校主 内

務省嘱託 留岡幸助君／渡世論（四） 第一高等学校長 

農学博士法学博士 新渡戸稲造君／足尾銅山鑛夫の生活

（三） 川地喜三郎／職工に対する希望 電気工場主 

吉田直次郎／理髪業に就て（続き） 不動生／小川技師

の職工観（一） 平塚 ku生／諺草 聴光／寄贈新刊紹

介／裁縫術（十八） 衣縫女史／一席講談 家康の避雷

法 霞北／一口噺 慈善の勘違ひ／職工金言 杖山生／

読者の声 何でも来い欄／工事請負及物品購買入札案内

／雑報 

 

第21号（1908年9月5日発行） 道楽に就て（十） 四

谷道人／拾集短話／職工俳壇／職工の見たる米国人（二） 

東京府立工芸学校長 今景彦君／模範工業家／投書歓迎

／職工独語／鐘ヶ淵紡績株式会社 応募女工案内／特別

広告（※改良職工制服販売の広告）／衛生小言 夏期の

養生（二） 玄治生／落葉集／渡世論（五） 第一高等

学校長 農学博士法学博士 新渡戸稲造君／欧米名言／

生命保険談（四） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村

義苗君／俳句案内（一）／正誤／小川技師の職工観（一） 

平塚 k u 生／職工なる呼称を改めよ（説の当否は本社

其責に任ぜず） 平澤化学工業試験所 平澤繁太郎／寄

贈新刊紹介／諺草 聴光／裁縫術（十九） 衣縫女史／

一席講談 杉田壱岐 霞北／職工金言／一口噺 俄勉強

／読者の声 何でも来い欄／工事請負及物品購買入札案

内／雑報 

 

第22号（1908年9月15日発行） 感謝状／道楽に就て

（十一） 四谷道人／拾集短話／職工俳壇／第二回職工

団友会 遠足会（日光行）／職工独語／落葉集／職工の

見たる米国人（三） 東京府立工芸学校長 今景彦君／

渡世論（六） 第一高等学校長 農学博士法学博士 新

渡戸稲造君／特別広告（※改良職工制服販売の広告）／

小川技師の職工観 平塚 k u 生／秋の句屑 松山市 

可長／職工と学力 鉄砲職工 紀藤仲山／裁縫術（二十） 

衣縫女史／遠足会に於ける愛敬／読者の声 何でも来い

欄／雑報／第二回団友遠足会報告 

 

第23号（1908年9月25日発行） 報知新聞に惜む 職

工団友会会長 職工新聞社社長 伊藤為吉／拾集短話／

職工俳壇／職工の見たる米国人（四） 東京府立工芸学

校長 今景彦君／模範工業家 高見澤作三郎／職工独語

／投書歓迎／職工独語／横須賀海軍工廠職工共済会の紛

争真相（一）／衛生小言 夏期の養生（三） 玄治生／

蜂の勤労／落葉集／渡世論（七） 第一高等学校長 農

学博士法学博士 新渡戸稲造君／生命保険談（五） 萬

歳生命保険会社専務取締役 藤村義苗君／俳句案内（二）

／職工と吾一身 横須賀海軍工廠海軍主計中監 窪田重

弌／理髪業に就て（続き） 不動生／諺草 聴光／裁縫

術（二十一） 衣縫女史／一席講談 岩間大蔵 霞北／

一口噺 国語／読者の声 何でも来い欄／寄贈新刊紹介

／雑報 

 

第24号（1908年 10月 5日発行） 道楽に就て（十二） 

四谷道人／拾集短話／職工俳壇／職工の見たる米国人

（五） 東京府立工芸学校長 今景彦君／模範工業家（山

本熊太郎氏）／ちゑ袋（一） 黄薇／職工独語／横須賀

海軍工廠職工共済会の紛争真相（二）／衛生小言 夏期

の養生（四） 玄治生／注意せねばならぬ 新しい罰則

が沢山できた／投書歓迎／落葉集／渡世論（八） 第一

高等学校長 農学博士法学博士 新渡戸稲造君／生命保

険談（六） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村義苗君

／足尾銅山鑛夫の生活（五） 川地喜三郎／社告／職工

と吾一身（中） 横須賀海軍工廠海軍主計中監 窪田重

弌／職長は果して職工監督者として適当なるか 九重の

都 二十世紀の職工／諺草 聴光／裁縫術（二十二） 衣

縫女史／一席講談 太田忠兵衛 霞北／読者の声 何で

も来い欄／俗謡小歌五尺手拭／雑報／工事請負及物品購

買入札案内 

 

第25号（1908年 10月15日発行） 道楽に就て（十三） 

四谷道人／拾集短話／職工俳壇 風月／職工の見たる米

国人（六） 東京府立工芸学校長 今景彦君／模範工業

家（高見澤作三郎氏の続き）／漢語の解／職工独語／東

京府立工芸学校授業の現況を観る／横須賀海軍工廠職工

共済会の紛争真相（三）／落葉集／渡世論（九） 第一

高等学校長 農学博士法学博士 新渡戸稲造君／生命保

険談（七） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村義苗君

／職工と吾一身（下） 横須賀海軍工廠海軍主計中監 窪

田重弌／職工名称改正論者に白す 工廠内 鬼哭子／諺

草 聴光／裁縫術（二十三） 衣縫女史／読者の声 何

でも来い欄／職工金言／横須賀海軍工廠十五年以上勤続

職工氏名／雑報／工事請負及物品購買入札案内 

 

第 26号（1908年 10月 25日発行） 職工個人の奮起を

要す／拾集短話／職工俳壇 風月／職工の見たる米国人

（七） 東京府立工芸学校長 今景彦君／模範工業家（山

本熊太郎氏の続き）／職工独語／横須賀海軍工廠職工共

済会の紛争真相（四）／東京府立工芸学校授業の現況を

観る（二）／社告／落葉集／渡世論（十） 第一高等学

校長 農学博士法学博士 新渡戸稲造君／生命保険談
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（八） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村義苗君／俳

句案内／如何に職工を監督すべきか 九重の都 廿世紀

の職工／平時の戦争 銃砲填薬場職工 紀藤仲山／諺草 

聴光／裁縫術（二十四） 衣縫女史／一席講談 三好長

慶 霞北／読者の声 何でも来い欄／職工金言／横須賀

海軍工廠十五年以上勤続職工氏名／雑報／工事請負及物

品購買入札案内 

 

第27号（1908年 11月 5日発行） 道楽に就て（十四） 

四谷道人／拾集短話／職工俳壇 風月／職工の見たる米

国人（八） 東京府立工芸学校長 今景彦君／足尾銅山

鑛夫の生活（六） 川地喜三郎／職工独語／横浜海軍工

廠 模範職長 鹿島慶次郎氏（上）／衛生欄 下痢につ

いて 玄治生／ちゑぶくろ 黄薇／落葉集／生命保険談

（八） 萬歳生命保険会社専務取締役 藤村義苗君／好

一対の小学生／横須賀海軍工廠十五年以上勤続職工氏名

／平時の戦争（二） 銃砲填薬場職工 紀藤仲山／国益

の為め職工労働者協力団体せよ 芝区三田 一職工／裁

縫術（二十五） 衣縫女史／一席講談 佃十成 霞北／

日給取の会計／読者の声 何でも来い欄／寄贈新刊紹介

／雑報／工事請負及物品購買入札案内 

 

第 28号（1908年 11月 15日発行） 一周年記念号予告

／憐むべき職工／拾集短話／職工俳壇 風月／職工の見

たる米国人（九） 東京府立工芸学校長 今景彦君／何

故に職工の品性を高めよと言ふ乎 KM生／職工独語／横

浜海軍工廠 模範職長 鹿島慶次郎氏（中）／職工慰労

運動会／諺草 聴光／落葉集／生命保険談（九） 萬歳

生命保険会社専務取締役 藤村義苗君／工業衛生に就て 

玄治生／笑ふべきもの／平時の戦争（三） 銃砲填薬場

職工 紀藤仲山／国益の為め協力団体せよ（下） 芝区

三田 一職工／鬼哭君に答ふ（上） 平澤化学工業試験

所 平澤繁太郎／裁縫術（二十六） 衣縫女史／俳句案

内／一口噺 暗がりのランプ 雪の広さ／職工金言／読

者の声 何でも来い欄／横須賀海軍工廠十五年以上勤続

職工氏名／雑報／工事請負及物品購買入札案内 

 

第 29号（1908年 11月 25日発行） 一周年記念号予告

／労働の真価／拾集短話／職工俳壇 風月／職工の見た

る米国人（十） 東京府立工芸学校長 今景彦君／労働

者と政権（上）窪田重弌／特別広告（※千人画共同保存

会会員募集）／横浜海軍工廠 模範職長 鹿島慶次郎氏

（下）／小林ライヲン工場内の夜学校／落葉集／家庭学

校慈善演劇会一覧／鬼哭君に答ふ（下） 平澤化学工業

試験所 平澤繁太郎／諺草 聴光／親切論 銃砲製造所 

KN生／何でも来い欄の投書家諸君に告ぐ／一席講談 佃

十戒（続き） 霞北／俳句案内／読者の声 何でも来い

欄／職工金言／裁縫術（二十六） 衣縫女史／横須賀海

軍工廠十五年以上勤続職工氏名／雑報／工事請負及物品

購買入札案内 

 

第 30号（1908年 11月 25日発行） 一周年記念号予告

／先ず戦闘準備を修せよ／拾集短話／職工俳壇 風月／

職工の見たる米国人（十一） 東京府立工芸学校長 今

景彦君／労働者と政権（下）窪田重弌／職工独語／桐生

より 一社友／慰安会の数々／慰安会の第二日／煙草機

械の発明／落葉集／職工に望む（一） 東京府立職工学

校長 秋保安治／工場衛生に就て（承前） 玄治生／特

別広告（※千人画共同保存会会員募集）／職工新聞に接

して 京都のエハンド／職工たる者は労働すべし 陸中

国尾去澤 TK生／諺草 聴光／裁縫術（二十七） 衣縫

女史／日英（米）尺度比較表／講談 左甚五郎 桃川実

口演／一口噺 馬鹿ぞろい／読者の声 何でも来い欄／

職工金言／横須賀海軍工廠十五年以上勤続職工氏名／雑

報／工事請負及物品購買入札案内／移転広告（※発行

人・伊藤為吉の伊藤建築事務所が芝区烏森から牛込区赤

城下町へ移転する旨の広告）専売局東京第一煙草製造所

長 

 

第31号 一週年紀念号（1908年12月15日発行） 一週

年の辞／記念号発刊に就て世の実業家へ望む／職工独語

／紀年号発行の発刊を聞きて 松岡康毅／祝辞 帝国教

育会会長 辻新次／祝辞 内務省 一木喜徳郎／書簡 

大井才太郎／祝電 旅行中 男爵 九鬼隆一／祝辞 東

京府織染学校長 早崎亀壽／祝辞 色川圀士／祝職工新

聞発刊一周年 小花春吉／今昔の感 救世軍中佐 山室

軍平／志を大きくせよ 国民英学会校長 磯部彌一朗／

東京高等工業学校長 手島精一氏書簡／模範とすべき人

の話 藤田潜／品位を高めるといふこと 海軍主計大監 

窪田重弌／古来の造船術 伴水生／拾集短話／少壮年に

対する余の希望 男爵 九鬼隆一／職工に望む（二） 東

京府立職工学校長 秋保安治／職工新聞一週年紀念号発

刊を祝して 風月生／職工の見たる米国人（十二） 東

京府立工芸学校長 今景彦君／衛生小言 餅に就て 玄

治生／社告／横須賀海軍工廠十五年以上勤続職工氏名／

教訓歌注釈（一） 君木古狂／帝国文明進歩の歌 森省

我／寄贈新刊紹介／職工の模範／酒価より生れたる小林

夜学校／千人画共同保存会／歴史地理欄 担当記者／吾

人の覚悟 月島にて 大港榮咲／労働は神聖なるを要す 

王子の里 紀藤仲山／文明の英雄カーネギー翁／無題 

麻布にて 狸穴生／適材教育に於ける修身講話の一節／

名人の要請を望む 建具工 石川徹三／本紙に対する地

方各新聞の批評／講談 左甚五郎（第二回） 桃川実口

演／一口噺 不愉快の経験 松の屋主人／読者の声 何
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でも来い欄／裁縫術（二十八） 衣縫女史／薬となる野

菜 高島麗浪／猪口米貯蓄／雑報 

※第 32号は、現存しない。 

 

第 33号（1909年 1月 5日発行） 新年の辞／拾集短話

／職工俳壇 風月／職工教育実施会に就て／職工教育実

施会規則／少壮年諸氏に対する余の希望（三） 男爵 九

鬼隆一／職工に望む（三） 東京府立職工学校長 秋保

安治／他人任せにするな 国民英学会長 磯部彌一朗／

鯛もあるのに無分別 救世軍中佐 山室軍平／職工自身

の経過 芝の正坊／職工独語／教訓歌注釈（其三） 君

木古狂／衛生小言 酒に就て 玄治生／歴史地理欄（二）

／色染案内（其一） 色染法／適材教育に於ける修身講

話の一節（二） 麻布にて狸穴生／労働は神聖なるを要

す 王子の里 紀藤仲山／吾人の覚悟（下） 月島にて 

大港榮咲／予は何故職工新聞に惚れたか 京都 高島頓

作／俳句案内／職工金言／裁縫術（二十九） 衣縫女史

／一口噺 金をとりもち 松の屋主人／読者の声 何で

も来い欄／文学博士和田建樹君の昨歌／講談 左甚五郎 

（第四回） 桃川実口演／横須賀海軍工廠十五年以上勤

続職工氏名／雑報 

 

第34号（1909年1月15日発行） 謹告／勤倹貯蓄に就

て／拾集短話／職工俳壇 風月／少壮年諸氏に対する余

の希望（四） 男爵 九鬼隆一／職工に望む（四） 東

京府立職工学校長 秋保安治／職工独語／職工教育実施

会広告／衛生小言 酒に就て（続き） 玄治生／近藤商

店活版部新年会／近藤商店救済会規則／適材教育に於け

る修身講話の一節（三） 麻布にて狸穴生／名人の要請

を望む（二） 建具工 石川徹三／なさけないよのなか 

本所 蜂谷亀吉／裁縫術（三十） 衣縫女史／講談 左

甚五郎（第五回） 桃川実口演／読者の声 何でも来い

欄／千人画共同保存会 第一回当籤者人名／雑報 

 

第35号（1909年1月25日発行） 特別社告（※職工新

聞慰安部の設立）／粗暴の行為を慎め／拾集短話／職工

俳壇 風月／少壮年諸氏に対する余の希望（五） 男爵 

九鬼隆一／職工教育実施会に就て／建物造営主心得の要 

伊藤為吉述／職工独語／職工教育実施会広告／衛生小言 

酒に就て（続き） 玄治生／落葉集／色染案内（続き）

／教訓歌注釈（其四） 君木古狂／古来の造船術（其二） 

伴水生／大和田建樹君作歌（其四）文化の恩人／適材教

育に於ける工作法の一節 麻布にて狸穴生／勤倹論 東

京陸軍砲兵工廠銃砲製造所 紀藤仲山／社告／横須賀海

軍工廠十五年以上勤続職工氏名／裁縫術（卅一） 衣縫

女史／講談 左甚五郎（第六回） 桃川実講演／読者の

声 何でも来い欄／諺草 聴光／雑報／工事請負及物品

購買入札案内 

 

第 36号（1909年 2月 5日発行） 特別社告（※職工新

聞慰安部の設立）／死ぬ積りで働け／拾集短話／職工俳

壇 風月生／少壮年諸氏に対する余の希望（六） 男爵 

九鬼隆一／建物造営主心得の要（二） 建築技師 伊藤

為吉述／職工独語／職工教育実施会広告／前東京砲兵工

廠王子銃砲製造所所長 新任大阪砲兵工廠作業課長 砲

兵少佐 澤茂三吉君／職工の住宅に就て（一） 東京高

等工業学校教授 前田松韻君／教訓歌注釈（其五） 君

木古狂／衛生小言 冷水摩擦に就て 玄治生／諺草 聴

光／適材教育に於ける算術の一節 麻布にて狸穴生／労

働と革命 鈴木鉄工部仕上部 或舜生／職工詠歌 省我

／東京市牛込区実業補習夜学校編成及近況／裁縫術（卅

二） 衣縫女史／講談 左甚五郎（第七回） 桃川実講

演／読者の声 何でも来い欄／寄贈新刊紹介／工事請負

及物品払下入札案内 

 

第37号（1909年2月15日発行） 身の程を知れ／拾集

短話／職工俳壇 風月生／少壮年諸氏に対する余の希望

（七） 男爵 九鬼隆一／建物造営主心得の要（三） 建

築技師 伊藤為吉述／職工独語／名誉の受賞者 鈴木順

吉氏／詔勅講話（一）／投書募集／落葉集／職工の住宅

に就て（二） 東京高等工業学校教授 前田松韻君／職

工教育実施会広告／倫敦は駿府に如かず 小石川 KM生

／地方通信／諺草 聴光／読者の声 何でも来い欄／裁

縫術（卅三） 衣縫女史／家庭と粧飾／講談 左甚五郎

（第八回） 桃川実講演／雑報／工事請負及物品払下入

札案内 

 

第38号（1909年2月25日発行） 特別広告（※職工教

育実施会入会勧誘）／依頼心を除き去れ／拾集短話／職

工俳壇 風月生／少壮年諸氏に対する余の希望（八） 男

爵 九鬼隆一／職工新聞社に望む 無名氏／職工独語／

世界に誇るべき発明／詔勅講話（続き）（二）／衛生小言 

眠りに就て 玄治生／落葉集／職工の住宅に就て（三） 

東京高等工業学校教授 前田松韻君／色染案内（続き）

／教訓歌注釈（其六） 君木古狂／弥次喜多之弁 昔の

江戸児／三田生／馬鹿につける薬あり 日本橋 礀翠生

／二職途中講義 省我／諺草 聴光／投書募集／裁縫術

（卅四） 衣縫女史／家庭と粧飾／講談 左甚五郎（第

九回） 桃川実講演／読者の声 何でも来い欄／寄贈新

刊紹介／雑報／工事請負及物品払下入札案内 

 

第 39号（1909年 3月 5日発行） 特別広告（※職工教

育実施会入会勧誘）／勤勉の習慣を造るは時間を節用す

るにあり／拾集短話／職工俳壇 風月生／少壮年諸氏に

対する余の希望（九） 男爵 九鬼隆一／銅に就て（上） 
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前松佐嘉／職工独語／発明家井原長吉氏／古来の造船術

（其三）／衛生小言 眠りに就て（続き） 玄治生／落

葉集／職工の住宅に就て（四） 東京高等工業学校教授 

前田松韻君／工業と人格 慶應義塾塾長 貴族院議員 

鎌田栄吉君／教訓歌注釈（其七） 君木古狂／如何にし

て世に処すか（上） 神戸市 吉武重雄／半島めぐり（上） 

一工生／入社の辞 田中鬼外／適材教育に於ける筆記の

抜粋に就て 本所にて 狸穴生／裁縫術（卅五） 衣縫

女史／講談 左甚五郎（第十回） 桃川実講演／読者の

声 何でも来い欄／雑報／工事請負及物品払下入札案内

／千人画共同保存会第二回当籤者人名 

 

第40号（1909年3月15日発行） 職人根性／職工は平

和の戦士／拾集短話／職工俳壇 風月生／少壮年諸氏に

対する余の希望（十） 男爵 九鬼隆一／銅に就て（中） 

前松佐嘉／職工独語／工場めぐり 専売局第二製造所 

鬼外生／理髪職人の苦心談 省我生／衛生小言 花見の

用心 玄治生／落葉集／工業と人格（二） 慶應義塾塾

長 貴族院議員 鎌田栄吉君／詔勅講話（続き）／吾国

の歴史（三）／俳句案内／如何にして世に処すか（二） 

神戸市 吉武重雄／半島めぐり（中） 一工生／職工の

見たる工場主 横須賀市 MS 生／工場主の見たる職工 

大阪西区一工場主／裁縫術（卅六） 衣縫女史／講談 左

甚五郎（第十一回） 桃川実講演／諺草 聴光／一口噺

／読者の声 何でも来い欄／雑報／工事請負及物品購買

払下入札案内 

 

第41号（1909年3月25日発行） 理屈より実行を先に

せよ／拾集短話／職工俳壇 風月生／米国職工の特徴を

聞きて所感を述ぶ（一） 手島精一／銅に就て（下） 前

松佐嘉／職工独語／工場めぐり（承前） 鬼外生／避雷

器用自動抵抗器（上）／落葉集／工業と人格（三） 慶

應義塾塾長 貴族院議員 鎌田栄吉君／教訓歌注釈（其

八） 君木古狂／色染案内（続）／職工の工場観 本所

にて 狸穴生／半島めぐり（下） 一工生／諺草 聴光

／家庭生活の実験 横須賀市 MS生／裁縫術（卅七） 衣

縫女史／講談 左甚五郎（第十二回） 桃川実講演／ 一

口はなし 金のなる樹 富士山／弥次喜多之弁（続き） 

昔の江戸児／読者の声 何でも来い欄／雑報／工事請負

及物品購買払下入札案内 

 

第 42号（1909年 4月 5日発行） 工場に倶楽部の設立

を望む／拾集短話／職工俳壇 風月生／特別広告（※職

工教育実施会入会勧誘）／少壮年諸氏に対する余の希望

（十一） 男爵 九鬼隆一／米国職工の特徴を聞きて所

感を述ぶ（二） 手島精一／職工独語／工場めぐり 株

式会社東京石川島造船所 鬼外生／避雷器用自動抵抗器

（下）／衛生小言 花見の用心（続き） 玄治生／落葉

集／工業と人格（四） 慶應義塾塾長 貴族院議員 鎌

田栄吉君／大砲の話（上） 伊藤松月生／古来の造船術

（其四） 伴水生／職工の工場観（二） 本所にて 狸

穴生／商工業者に望む TM生／社告／裁縫術（卅八） 衣

縫女史／講談 左甚五郎（第十三回） 桃川実談／弥次

喜多之弁（続き） 昔の江戸児／読者の声 何でも来い

欄／雑報 

 

第43号（1909年4月15日発行） 日本的職工たれ／少

壮年諸氏に対する余の希望（十二） 男爵 九鬼隆一／

拾集短話／職工俳壇 風月生／米国職工の特徴を聞きて

所感を述ぶ（三） 手島精一／之も職工優遇の一（家庭

調査の新法） 滝野川 高島秋濤／職工独語／特別広告

（※職工教育実施会入会勧誘）／工場めぐり 鐘紡とそ

の職工 鬼外生／東京砲兵工廠十條製造所の職工慰安会

／貧乏神／落葉集／工業と人格（五） 慶應義塾塾長 貴

族院議員 鎌田栄吉君／大砲の話（下） 伊藤松月生／

英国の学生と職工（秋元春朝氏の談）／職工と宗教（上） 

王子製薬場 普通職工／監督者に御願ひ（上） 品川の

一職工 SI生／諺草 聴光／電車内の花見 愛花生／寄

贈新刊紹介／裁縫術（卅九） 衣縫女史／講談 左甚五

郎（第十四回） 桃川実談／一口はなし／読者の声 何

でも来い欄／雑報／工事請負及物品購買払下入札案内 

 

第44号（1909年4月25日発行） 特別広告（※職工教

育実施会入会勧誘）／耐忍は成功の基／拾集短話／職工

俳壇 風月生／米国職工の特徴を聞きて所感を述ぶ（四） 

手島精一／職工新聞社御中 石黒忠悳／職工独語／工場

めぐり 東京モスリン紡績株式会社 鬼外生／東京砲兵

工廠十條製造所の職工慰安会（続き）／英国の学生と職

工（秋元春朝氏の談）／落葉集／工業と人格（六） 慶

應義塾塾長 貴族院議員 鎌田栄吉君／衛生小言 消化

器の衛生 玄治生／色染案内（続き）／職工の工場観（三） 

本所にて 狸穴生／職工と宗教（中） 王子製薬場 普

通職工／諺草 聴光／監督者に御願ひ（下） 品川の一

職工 SI生／裁縫術（四十） 衣縫女史／講談 左甚五

郎（第十五回） 桃川実談／読者の声 何でも来い欄／

雑報／工事請負及物品購買払下入札案内 

 

第 45号（1909年 5月 5日発行） 四季の移換に就て／

拾集短話／職工俳壇 風月生／米国職工の特徴を聞きて

所感を述ぶ（五） 手島精一／石炭に就て（上） 伊予 

松月生／職工独語／卅七年勤続の模範職工／工場めぐり 

印刷局 鬼外生／日光発電機 太陽の光線を利用す／社

告／落葉集／工業と人格（七） 慶應義塾塾長 貴族院

議員 鎌田栄吉君／精神の修養 甥坊／雲上の御調髪／

社告／職工の工場観（四） 本所にて 狸穴生／職工と

宗教（下） 王子製薬場 普通職工／黄金の話 牛込 田



伊藤為吉編集『職工新聞』（職工新聞社、1907～1913）記事タイトル一覧（1） 

31 

中柳吉／裁縫術（四十一） 衣縫女史／毛布毛織物洗濯

法／講談 左甚五郎（第十六回） 桃川実講演／諺草 聴

光／一口はなし 煮うどんの大発明 馬鹿の下駄旅行／

読者の声 何でも来い欄／雑報／工事請負及物品購買払

下入札案内 

 

第46号（1909年5月15日発行） 職工労働者は須く早

婚を避けざるべからず／拾集短話／職工俳壇 風月生／

少壮年諸氏に対する余の希望（十三） 男爵 九鬼隆一

／石炭に就て（中） 伊予 松月生／職工独語／弾條で

走る車（上）発明者桜井氏の立志談／工場めぐり 印刷

局（承前） 鬼外生／無線電信の利用（上）中山逓信技

師の談／落葉集／工業と人格（八） 慶應義塾塾長 貴

族院議員 鎌田栄吉君／詔勅講話（続き）（三）／教訓歌

注釈（其九） 君木古狂／色染案内／職工の工場観（五） 

本所にて 狸穴生／東北の旅（上） 不動生／水銀に就

て 牛込 田中柳吉／裁縫術（四十二） 衣縫女史／廃

物の利用法／講談 左甚五郎（第十七回） 桃川実講演

／欧米名言／一口はなし 脚気の咒／読者の声 何でも

来い欄／雑報／工事請負及物品購買払下入札案内 

 

第47号（1909年5月25日発行） 敢て世の工場主に一

言を呈す／拾集短話／職工俳壇 風月生／少壮年諸氏に

対する余の希望（十四） 男爵 九鬼隆一／石炭に就て

（下） 伊予 松月生／三読すべき教訓 RT生／職工独

語／弾條で走る車（下）発明者桜井氏の立志談／工場め

ぐり 印刷局（承前） 鬼外生／無線電信の利用（中）

中山逓信技師の談／落葉集／工業と人格（九） 慶應義

塾塾長 貴族院議員 鎌田栄吉君／教訓歌注釈（其十） 

君木古狂／学校訪問記 私立東京商工学校 一記者／職

工の工場観（五） 本所にて 狸穴生／東北の旅（中ノ

一） 不動生／はなしのたね／素町人根性と職人根性 

ヘッポコ職人／水銀に就て 牛込 田中柳吉／裁縫術

（四十三） 衣縫女史／日常のいろいろ／講談 左甚五

郎（第十八回） 桃川実講演／一口はなし 長命／読者

の声 何でも来い欄／通信 福島より 伊藤三四郎／雑

報／職工俳句募集  

 

第 48号（1909年 6月 5日発行） 特別広告（職工教育

実施会への勧誘）／少年労働者に就て／拾集短話／職工

俳壇 風月生／少壮年諸氏に対する余の希望（十五） 男

爵 九鬼隆一／鉄道と職工諸君（上） 木下淑夫／職工

独語／模範職工三幅対／無線電信の利用（下）中山逓信

技師の談／社告／落葉集／工業と人格（十） 慶應義塾

塾長 貴族院議員 鎌田栄吉君／金は平和の戦争の兵器 

職工は平和の戦争の兵士 工業改良協会会長 工学博士 

男爵 宮原二郎君／教訓歌注釈（其十一） 君木古狂／

はなしのたね／職工の工場観（六） 本所にて 狸穴生

／東北の旅（中ノ二） 不動生／如是我観 王子製薬所

普通職工／中央公論所載小説の一節 鉄工生／本所狸穴

兄を惜む 王子にて 仲山聖人／裁縫術（四十四） 衣

縫女史／買物の仕方／講談 左甚五郎（第十九回） 桃

川実講演／寄贈をうけし新刊／雑報 

 

第49号（1909年6月15日発行） 少年労働者に就て(承

前)／社告／拾集短話／職工俳壇 風月生／少壮年諸氏

に対する余の希望（十六） 男爵 九鬼隆一／鉄道と職

工諸君（下） 木下淑夫／蔬菜と人類正常の関係／訪問 

工場と其職工（１） 御木本金細工場／入梅と衛生／東

京市の人口／落葉集／工業と人格（十一） 慶應義塾塾

長 貴族院議員 鎌田栄吉君／金は平和の戦争の兵器 

職工は平和の戦争の兵士（ニ） 工業改良協会会長 工

学博士 男爵 宮原二郎君／教訓歌注釈（其十二） 君

木古狂／はなしのたね／職工の工場観（七） 本所にて 

狸穴生／木下鉄道院営業課長の寄書を観て感あり 二十

世紀の職工／謹んで仲山畏兄に答ふ 本所にて 狸穴生

／裁縫術（四十五） 衣縫女史／家庭料理／講談 左甚

五郎（第二十回） 桃川実講演／一口はなし／読者の声 

何でも来い欄／雑報 

 

第50号（1909年 6月25日発行） 未婚女労働者の心得 

霞北生／拾集短話／少壮年諸氏に対する余の希望（十七） 

男爵 九鬼隆一／富の力 RT生／職工教育実施会に就て

／職工独語／訪問 工場と其職工（２） 帝国鉄道院大

宮工場／郵便馬車の働振 鬼外生／衛生小言 衣服に就

て 玄治生／落葉集／金は平和の戦争の兵器 職工は平

和の戦争の兵士（三） 工業改良協会会長 工学博士 男

爵 宮原二郎君／教訓歌注釈（其十三） 君木古狂／色

染案内（続き）／はなしのたね／職工の工場観（八） 本

所にて 狸穴生／見聞のかずかず 王子 仲山上人／職

工俳壇／裁縫術（四十六） 衣縫女史／家庭料理／講談 

左甚五郎（第二十一回） 桃川実講演／一口はなし／読

者の声 何でも来い欄／雑報／工事請負及物品購買払下

入札案内 

 

第 51号（1909年 7月 5日発行） 職工教育実施会の設

立に就て／香川彌助氏に対する本社の功労表彰／少壮年

諸氏に対する余の希望（十八） 男爵 九鬼隆一／職工

たるを誇れ 法学博士 男爵 阪谷芳郎／職工に美術心

は必要なり MA生／職工独語／模範職工 香川彌助氏／

訪問 工場と其職工（２） 帝国鉄道院大宮工場（ニ）

／落葉集／金は平和の戦争の兵器 職工は平和の戦争の

兵士（四） 工業改良協会会長 工学博士 男爵 宮原

二郎君／実地測量術 総論 松月生／歴史地理欄 日本

地理（其一）／はなしのたね／工務省を設よ 江戸川生

／職工の工場観（九） 本所にて 狸穴生／職工俳壇／
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裁縫術（四十七） 衣縫女史／家庭衛生 恐しの氷水／

講談 左甚五郎（第二十二回） 桃川実講演／一口はな

し／読者の声 何でも来い欄／雑報／工事請負及物品購

買払下入札案内 

 

第52号（1909年 7月15日発行） 再び職工教育実施会

設立に就て／職工教育実施会設立の趣旨／職工教育実施

会規則／工場と其職工（２） 帝国鉄道院大宮工場（三） 

（３）秀英社の女工（一）／低脳児の教育法 元良博士

／落葉集／金は平和の戦争の兵器 職工は平和の戦争の

兵士（五） 工業改良協会会長 工学博士 男爵 宮原

二郎君／蒸汽機関に就て SK生／実地測量術 伊予 松

月生 第一編 測距法／教訓歌注釈（其十三） 君木古

狂／職工の工場観（十） 本所にて 狸穴生／当代の職

工 横須賀 青服工／木下鉄道院営業課長の寄書を観て

感あり（続き） 二十世紀の職工／職工俳壇／裁縫術（四

十八） 衣縫女史／衛生小言 衣服に就て（続き） 玄

治生／講談 左甚五郎（第二十三回） 桃川実講演／読

者の声 何でも来い欄／雑報（※この記事中に職工新聞

社が表彰した横須賀海軍工廠の職工・香川彌助からの令

状も記載）／工事請負及物品購買払下入札案内 

 

第 53 号（1909 年 7 月 25 日発行） 特別広告（※1909

年7月17日に行われた職工教育実施会の設立披露会への

参加御礼）／職工教育実施会会長 松岡康毅氏の演説

（上） 職工教育実施会設立披露兼工場主招待会席上に

於て／拾集短話／現農商務省商工局長 大久保利武氏の

演説（上） 職工教育実施会設立披露兼工場主招待会席

上に於て／職工独語／工場と其職工（２） 鉄道院大宮

工場（四）／使用主の好模範（和田専務取締役の恩恵）

／富士紡績 職工賞与法／富士紡の決算／金は平和の戦

争の兵器 職工は平和の戦争の兵士（六） 工業改良協

会会長 工学博士 男爵 宮原二郎君／蒸汽機関に就て 

（其二） SK生／実地測量術（二） 伊予 松月生／は

なしのたね／職工の工場観（十） 本所にて 狸穴生／

工場主と職工 駒込 MT生／東北の旅（中の三） 不動

生／雑報／職工俳壇／裁縫術（四十九） 衣縫女史／衛

生小言 精神に就て 玄治生／講談 左甚五郎（第二十

四回） 桃川実講演／読者の声 何でも来い欄／職工教

育実施会会報 

 

第54号（1909年8月 5日発行） 特別広告（※s職工教

育実施会会員募集）／職工教育実施会会長 松岡康毅氏

の演説（中） 職工教育実施会設立披露兼工場主招待会

席上に於て／拾集短話／職工俳壇 風月生／現農商務省

商工局長 大久保利武氏の演説（下） 職工教育実施会

設立披露兼工場主招待会席上に於て／工場と其職工（２） 

鉄道院大宮工場（五）／工務局の新設／鰻会調査委員の

報告／落葉集／金は平和の戦争の兵器 職工は平和の戦

争の兵士（七） 工業改良協会会長 工学博士 男爵 宮

原二郎君／蒸汽機関に就て （其三） 大気の圧力 SK

生／実地測量術（三） 伊予 松月生／寄贈を受けし新

刊／大に喜ぶべし 埼玉県大宮町 一木工／実地家の資

格 浅草 OY生／懸賞俳句募集／雑報／裁縫術（五十） 

衣縫女史／料理法／講談 左甚五郎（第二十五回） 桃

川実講演／読者の声 何でも来い欄／工事請負及物品購

買払下入札案内／職工教育実施会会報 

 

第55号（1909年8月15日発行） 職工教育実施会会長 

松岡康毅氏の演説（下一） 職工教育実施会設立披露兼

工場主招待会席上に於て／拾集短話／職工俳壇 風月生

／海軍機関中将 工学博士 男爵 宮原二郎氏の演説

（上） 職工教育実施会設立披露兼工場主招待会席上に

於て／職工独語／社告／工場と其職工（２） 鉄道院大

宮工場（六）／山路壁紙製造所と其所主／大阪の大火に

よって蒙れる工業上の影響／日本織物の沿革 KM生／落

葉集／色染案内（続き） 第二 絹（飼蠶絹）／実地測

量術（四） 伊予 松月生／蒸汽機関に就て （其四） 

蒸汽の圧力 SK生／教訓歌注釈（其十五） 君木古狂／

東北の旅（下） 不動生／親不孝の職工 買ひ薬の効果 

浅草区 大久保生／鎌倉の大仏 帝都の職工／講話 名

高い彫刻師の恋／裁縫術（五十一） 衣縫女史／講談 左

甚五郎（第二十六回） 桃川実講演／一口はなし／読者

の声 何でも来い欄／雑報／職工教育実施会開放 

 

第56号（1909年8月25日発行） 職工教育実施会会長 

松岡康毅氏の演説（下二） 職工教育実施会設立披露兼

工場主招待会席上に於て／拾集短話／海軍機関中将 工

学博士 男爵 宮原二郎氏の演説（下） 職工教育実施

会設立披露兼工場主招待会席上に於て／希望を述ぶ（上） 

社末 鬼外生／職工独語／社告／印刷局の職工待遇に就

て（紙野局長の談）／模範職工たりし模範工場主 池貝

庄太郎氏／日本織物の沿革（二） KM生／色染案内（続

き）／実地測量術（五） 伊予 前松佐嘉／歴史地理欄 

日本地理（二）／教訓歌注釈（其十六） 君木古狂／切

に奮励を望む（上） Y,I生 仏蘭西の革命運動 ナポレ

オン宣言／地震と雷 無名生／談話 飛行船内の結婚／

不老不死誠心丹／懸賞俳句披露／裁縫術（五十二） 衣

縫女史／料理法／講談 左甚五郎（第二十六回） 桃川

実講演／衛生小言／一口はなし／読者の声 何でも来い

欄／雑報／職工教育実施会会報 

 

第 57号（1909年 9月 5日発行） 将来の希望／長生に

嘘は敵薬／倹約と吝嗇／拾集短話／耐震的鉄具使用の困

難 米国建築士 伊藤為吉／吾人の理想とすべき英雄豪

傑 侃々生／希望を述ぶ（中） 社末 鬼外生／職工独
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語／模範職工たりし模範工場主 池貝庄太郎氏（二）／

某工業学校当局の談片 （一記者）／有益で面白い懸賞

字探し／落葉集／色染案内（続き）／日本織物の沿革（三） 

KM生／流動電気の発見に就て 不動生／詔勅講話（続き）

／切に奮励を望む（下） Y,I生 仏蘭西の革命運動 ナ

ポレオン宣言／感ずべき職工 青山生／懸賞俳句募集／

時機 王子 仲山生／談話 秋草／懸賞俳句披露／裁縫

術（五十三） 衣縫女史／料理法／講談 左甚五郎（第

二十七回） 桃川実講演／衛生小言／一口はなし／読者

の声 何でも来い欄／雑報／職工教育実施会会報 

 

※第 58号、第59号、第60号は現存しない。 

 

第 61号（1909年 10月 15日発行） 特別広告（※職工

教育実施会が各都道府県知事に工場調査を依頼し、承諾

を得た県への御礼）／職工教育実施会設立の趣旨／心は

丈夫に持つべし／労働時間論（三）／職工独語／模範人

物 新橋工場の元勲（中） 三十七年間紡績の職工長／

勇退の一語に成功したる窯業家 板谷波山氏（其四）／

教育の力（小花第一煙草製造所長の談）／蒸汽機関に就

て（其九）熱の減退及防御 SK生／日本織物の沿革（六） 

KM生／歴史地理欄 日本地理（四）／新帰朝者 工業家

高見澤作三郎氏談／職工の工場観（十四） （二）工場

に於ける衛生設備（三） 本所にて 狸穴生／団結の力 

二十世紀の職工／職工は天下の職工なり 一職工／手工

業を奨励せよ 江戸川 草履大臣／敢て工場主に訴ふ

（一） 芝 旋盤工／裁縫術（五十七） 衣縫女史／料

理法／講談 左甚五郎（第三十一回） 桃川実講演／外

国笑話／第二回 懸賞俳句披露／読者の声 何でも来い

欄／雑報／職工教育実施会会報 

 

※第 62号は現存しない。 

 

第63号（1909年11月5日発行） 通俗講話会広告（※

職工教育実施会の講演会の広告）／嗚呼伊藤公／伊藤公

の遺された訓／拾集短話／所謂武士道は武士のみの専有

にあらず（下） 男爵 石黒忠悳氏／日本人の大覚悟（二） 

東京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／職工独語／特別広

告 職工作業着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／蜀江の錦（は

しがき） 思無邪／勇退の一語に成功したる窯業家 板

谷波山氏（其六）／地方通信 甲斐便り 上 霞北生／

落葉集／鉄作り（一） 鉄骨生／実地測量術（十） 足

尾 前松佐嘉／蒸汽機関に就て （其十） 感熱 SK生

／日本織物の沿革（七） KM生／職工の工場観（十六） 

狸穴生／何故に労働は神聖なりや（下） 在逗子 十里

生／古人の訓言 青山 尺蠖生／第三回懸賞俳句披露／

悲惨なる新聞号外！ 一記者／裁縫術（五十九） 衣縫

女史／天国の音楽／講談 左甚五郎（第三十三回） 桃

川実講演／一口ばなし／読者の声 何でも来い欄／雑報

／職工教育実施会会報 

 

第64号（1909年 11月15日発行） 通俗講話会広告（※

職工教育実施会の講演会の広告）／朋友を選ぶべし／拾

集短話／特別広告 職工作業着の洗濯 一組洗ひ賃四銭

／工場法案に就て（上） 無名子／日本人の大覚悟（三） 

東京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／職工独語／特別広

告 職工作業着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／蜀江の錦（一）  

孝行なる職工出身の兵士（上） 思無邪／グツテンベル

グ（上）（活版発明者）／地方通信 甲斐便り 下 霞北

生／落葉集／鉄作り（二） 鉄骨生／蒸汽機関に就て 

（其十一） 効率 SK生／実地測量術（十一） 足尾 前

松佐嘉／東京府立学校参観記（上） 一記者／職工の工

場観（十七） 狸穴生／誠意と云ふ事に就て 青山 尺

蠖生／第三回懸賞俳句披露 其三／見聞のまま／裁縫術

（六十） 衣縫女史／料理／講談 左甚五郎（第三十四

回） 桃川実講演／一口ばなし／読者の声 何でも来い

欄／雑報／職工教育実施会会報 

 

第 65号（1909年 11月 25日発行） 特別広告 職工作

業着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／生命を重んずべし／拾集

短話／工場法案に就て（中） 無名子／日本人の大覚悟

（四） 東京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／発明に就

て（一） 特許局審査官 山越八郎氏／職工独語／蜀江

の錦（二） 孝行なる職工出身の兵士（下） 思無邪／

グツテンベルグ（中）（活版発明者）鬼外生／地方通信 足

尾便り 細尾生／落葉集／鉄作り（三） 鉄骨生／蒸汽

機関に就て （其十二） 熱と働きの関係 SK生／実地

測量術（十二） 足尾 前松佐嘉／東京府立学校参観記

（下） 一記者／誠意と云ふ事に就て（下） 青山 尺

蠖生／吾等の夜学 深川 鈴木〇〇／第三回懸賞俳句披

露 其四／見聞のまま／裁縫術（六十一） 衣縫女史／

栄養上に於ける米の価値／料理／講談 左甚五郎（第三

十五回） 桃川実講演／一口噺／読者の声 何でも来い

欄／雑報／職工教育実施会第一回通俗講話会景況 一記

者／職工教育実施会会報 

 

第66号（1909年12月 5日発行） 特別広告 職工作業

着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／人間に礼儀の必要あり／拾

集短話／広告／工場法案に就て（下） 無名子／日本人

の大覚悟（五） 東京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／

発明に就て（二） 特許局審査官 山越八郎氏／職工独

語／蜀江の錦（三） 煙草製造所の模範職工（上） 思

無邪／グツテンベルグ（下）（活版発明者）鬼外生／落葉

集／鉄作り（四） 鉄骨生／蒸汽機関に就て （其十三） 

熱と働きの関係 SK生／実地測量術（十三） 足尾 前

松佐嘉／色染案内（続き）／工場法案／専売局第二製造
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所 職工の歌／第三回懸賞俳句披露 其五／見聞のまま

／裁縫術（六十二） 衣縫女史／英国の小児保護法／乳

母の衛生的検査／料理／講談 左甚五郎（第三十六回） 

桃川実講演／笑話／読者の声 何でも来い欄／雑報／職

工教育実施会会報 

 

第 67号（1909年 12月 15日発行） 財産を重んずべき

こと／拾集短話／広告／日本人の大覚悟（六） 東京高

等工業学校講師 中島徳蔵氏／発明に就て（三） 特許

局審査官 山越八郎氏／職工独語／蜀江の錦（四） 煙

草製造所の模範職工（中） 思無邪／スチブンソン（一）

半鹿翁／落葉集／鉄作り（五） 鉄骨生／蒸汽機関に就

て（其十四） 熱と働きの関係 SK生／実地測量術（十

四） 足尾 前松佐嘉／日本織物の沿革（八） KM生／

工場法案説明（鹿子木工務局長）／第四回懸賞俳句披露 

其一／見聞のまま／裁縫術（六十三） 衣縫女史／料理

／講談 左甚五郎（第三十七回） 桃川実講演／一口は

なし／読者の声 何でも来い欄／雑報／職工教育実施会

会報 

 

第 68号（1909年 12月 25日発行） 終刊の辞／職工団

体懇親清遊会 おもしろく楽しい遊び 誰れでも御加入

随意（※職工団友会の活動として 1910年 1月 16日に群

馬の金山に遠足に行く企画の勧誘）／特別広告 職工作

業着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／日本人の大覚悟（七） 東

京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／発明に就て（四） 特

許局審査官 山越八郎氏／職工独語／蜀江の錦（五） 煙

草製造所の模範職工（下） 思無邪／スチブンソン（二）

半鹿翁／忘年論 王子 仲山生／職工教育実施会会報

（※年末のため通常よりこの欄が総括的で頁が多い） 

 

第 69号（1910 年 1月 5日発行） 新年の辞／日本人の

大覚悟（八） 東京高等工業学校講師 中島徳蔵氏／発

明に就て（五） 特許局審査官 山越八郎氏／職工独語

／蜀江の錦（六） 石のやうに固い忠勤石工 思無邪／

スチブンソン（四）半鹿翁／阿仁鉱山を見る（上） 一

記者／鉄作り（六） 鉄骨生／蒸汽機関に就て（十五）  

SK生／実地測量術（十五） 足尾 前松佐嘉／職工団体

懇親清遊会 おもしろく楽しい遊び 誰れでも御加入随 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意／新年の感（上） 帝都の職工／所信（上） 東京府 

立職工学校の片隅にて 兼松保三／読者の声 何でもこ 

い欄／こころよき一日旅（太田の金山見物） 快哉生／

落語 新年の雪 松の屋主人／狂歌／端歌／第四回懸賞

俳句披露（二）／裁縫術（六十四） 衣縫女史／外国笑

話／自分医者（一） 玄治生／講談 左甚五郎（第三十

七回） 桃川実講演／職工教育実施会会報 

 

第70号（1910 年1月15日発行） 特別広告 職工作業

着の洗濯 一組洗ひ賃四銭／男女間の礼儀／知識を広む

るべきこと／特別広告（※1909年11月16日に行われた

職工教育実施会第一回講話会の講話集を希望者に配布す

る旨の広告）／日本人の大覚悟（九） 東京高等工業学

校講師 中島徳蔵氏／発明に就て（六） 特許局審査官 

山越八郎氏／職工独語／蜀江の錦（七） 巧妙なる羽二

重の織工 思無邪／阿仁鉱山を見る（中） 一記者／ペ

ンキ業の泰斗（ジユン、ル、クレール）／落葉集／蒸汽

機関に就て（十六）  SK生／金石学約説（一） MK生

／実地測量術（十六） 足尾 前松佐嘉／地方通信 足

尾便り 細尾生／八王子便り 中村生／我が毎日の仕事

（上） 在足尾銅山 金平国松／所信（下） 東京府立

職工学校の片隅にて 兼松保三／新年の感（下） 帝都

の職工／見聞のまま／裁縫術（六十五） 衣縫女史／自

分医者（二） 玄治生／笑話／講談 左甚五郎（第三十

八回） 桃川実講演／読者の声 なんでもこい欄／雑報

／職工教育実施会会報 

 

（続く） 
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